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令和４年 10月 12日 

 

 

令和３年度体力・運動能力調査の結果を公表します 

 

 

Ⅰ 調査概要 

１．目的 

国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに、体育・スポーツの指導と行政上の

基礎資料を得る。 

 

２．調査対象及びテスト項目 

（１）青少年（６～19歳） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20mシャトルラン（12～19歳は持久走との

選択実施）、50m走、立ち幅とび、ソフトボール投げ（12～19歳はハンドボール投げ） 

（２）成年（20～64歳） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、急歩、20mシャトルラン（急歩と20mシャ

トルランは選択実施）、立ち幅とび 

（３）高齢者（65～79歳） 

ADL（日常生活活動テスト）、握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片足立ち、10m障害

物歩行、６分間歩行 

 

３．調査実施期間 

令和３年５月～10月（小・中・高校生は５月～７月） 

 

４．調査票回収状況 

標本数74,194人のうち回収数48,384人（回収率65.2％） 

このたび、令和３年度体力・運動能力調査について、調査報告書を別添のとおり作成し、調

査結果の概要を別紙のとおり取りまとめましたので、公表します。 

本調査は、国民の体力・運動能力の現状を明らかにするため、最初の東京オリンピックが開

催された昭和 39年以来、毎年実施しているものです。 

今回は、令和４年３月に第３期スポーツ基本計画が策定されたことに伴い、第１期スポーツ

基本計画が策定され開始された年（平成 24 年度）から、第２期スポーツ基本計画期間が終了

した年（令和３年度）までの 10年間の調査結果を概観しました。 

スポーツ庁 
 

報 道 発 表 
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５．今回の調査結果の概要 

（１）体力・運動能力の加齢に伴う変化の傾向 

・ 一般的傾向として、ほとんどの項目の記録は、男子が女子を上回ったまま成長ととも

に向上を示し、女子が中学生年代でピークレベルに達するのに対して、男子ではそれ以

後も向上を続けて高校生年代から成人にかけてピークレベルに達する。 

・ ほとんどの項目において男女ともに記録はピーク以後加齢に伴い直線的に低下してい

くが、低下の程度はテスト項目によって大きく異なる。 

（２）体力・運動能力の年次推移の傾向 

① 青少年（６～19歳） 

・ 令和３年度の握力、50ｍ走、持久走、立ち幅とび、ボール投げを、水準の高かった

昭和50～60年頃と比較すると、中学生男子及び高校生男子の50ｍ走を除き、依然低い

水準になっている。 

・ 最近10年間では、男子では、握力、ボール投げが多くの年代で低下傾向を示してい

るが、合計点は横ばいである。女子では、長座体前屈、反復横とび、立ち幅とび及び

合計点が多くの年代で向上傾向を示している。 

② 成年（20～64歳） 

・ 令和３年度の握力、反復横とび、急歩を昭和50～60年頃と比較すると、握力及び急

歩は男女ともに30〜40歳代は低く、50歳代は同じまたは高い水準にあるが、反復横と

びは男女いずれの年代においても高い水準にある。 

・ 最近10年間では、男女の多くの年代で、握力、長座体前屈及び立ち幅とびが低下傾

向を、上体起こし、反復横とびが向上傾向を示している。合計点は、多くの年代で男

女ともに横ばいまたは向上傾向を示している。ただし、40歳代女子ではほとんどの項

目及び合計点が低下傾向を示している。 

③ 高齢者（65～79歳） 

・ ほとんどの項目及び合計点で横ばいまたは向上傾向を示している。 

 

６．今回の調査結果の分析 

今回は、令和４年３月に第３期スポーツ基本計画が策定されたことに伴い、第１期スポーツ

基本計画が策定され開始された年（平成 24 年度）から、第２期スポーツ基本計画期間が終了

した年（令和３年度）までの 10 年間における、体力・運動能力、運動習慣の推移について概

観した。 

（１）各年代における体力合計点の年次変化 

平成 24 年度の値を 100％とし、第２期スポーツ基本計画期間が終了した令和３年度まで

の年次変化を図１に示した。 

（結果）平成 24年度に比べ、平成 29～令和元年度にかけて、多くの年代で男女ともに横ば

いまたは向上傾向がみられる。ただし、40歳代女子では、低下傾向がみられる。なお、

令和３年度は 40歳代以降の男子のほとんどの年代において低い値を示している。 
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（２）平成24年度・平成28年度・令和3年度の各テスト項目の年次変化 

各年代（中学生、40～44歳、70～74歳）の平成 24年度の結果を 100％とし、平成 28年

度（第１期スポーツ基本計画最終年度）と令和３年度（第２期スポーツ基本計画最終年度）

の各テスト項目の結果を図２－１～２－３に示した。 

（結果）テスト項目別にみると、年代及び男女において一定の傾向はみられないが、40歳

代女子においては、平成 24年度と比べてすべての項目で低い値となっている。 

 

（３）各年代における運動習慣の年次変化 

第１期と第２期のスポーツ基本計画において、成人以降では週１回以上の運動・スポー

ツ実施率の目標値は 65％となっている。ここでは、週１日以上の運動・スポーツ実施率に

ついての年次変化を図３に示した。 

（結果）成年男子においては、目標値をやや下回っているが、いくつかの年代では 10年間

で向上の傾向がみられる。一方、成年女子においては、特に 20～40歳代で目標値を大

きく下回っており、10年間で実施率の低下の傾向がみられる。 

高齢者においては男女ともにすべての年代で目標値を満たしており、さらに男子の

一部の年代を除いて向上の傾向がみられる。 

なお、小・中・高校生の目標値は定められていないが、ほとんどの年代の男女で 70％

以上の値を示している。ただし、女子の高校生ではやや向上の傾向がみられるものの

55％程度となっている。 

 

Ⅱ 第３期スポーツ基本計画を踏まえた今後の対応 

１．東京大会によるスポーツの機運向上を契機とし、誰もがスポーツに参画できるような機会

の創出・意識の醸成や、オリ・パラの競技団体の連携強化、研究現場・医療現場等の関係者

との連携深化等に取り組んでいく。 

２．「楽しさ」や「喜び」といったスポーツの価値を認識する人を増やすことを目指すとととも

に、関係省庁と連携して、健康・体力の保持増進に資するスポーツの普及啓発を行う。  

３．地方公共団体や民間事業者等に対し、女性がスポーツを実施する意欲を向上させるための

取組や女性のスポーツと健康との関係、女性がスポーツをしやすい環境の整備について、地

域のスポーツクラブや研究機関、医療機関等の関係団体間で情報を共有、連携して普及啓発

や環境整備等を行えるよう支援する。 

４．科学的根拠に基づき、健康づくりに資するスポーツに関する情報の周知や、地域住民の健

康状態に応じた安全かつ効果的な運動・スポーツプログラムの提供を支援する。  

 

 

 

 

 

＜担当＞  
スポーツ庁健康スポーツ課 
担当者：菅原、中山（内線３４８５） 
E-mail：kensport@mext.go.jp 
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※令和２年度は参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 各年代における体力合計点の年次変化（ヒートマップ） 
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図２－１ 平成 24年度、平成 28年度、令和 3年度の各テスト項目のレーダーチャート（中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

図２－２ 平成 24年度、平成 28年度、令和 3年度の各テスト項目のレーダーチャート（40～44歳） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２－３ 平成 24年度、平成 28年度、令和 3年度の各テスト項目のレーダーチャート（70～74歳） 
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※令和２年度は参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 各年代における運動習慣の年次変化（ヒートマップ） 

 


